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予算特別委員会での主な質疑事項と意見・要望 

第１分科会（総務財政委員会・建築消防委員会所管分）

１ 財政の基本問題

（質疑事項）

・ 本市財政状況の現状認識

・ 本市の財政状況の改善

 （意見・要望）

・ 調査会からの最終答申を受けて、徹底した行財政改革を実行されたい。

２ 一般会計（歳出） 

  ○ 総務費

  （質疑事項）

・ 広告事業の拡充

・ 現代美術センターＣＣＡ北九州の活用等

・ 新球技場の規模縮小

・ ジオパーク推進の必要性とメリット

・ 市営住宅入居者の自治会加入促進

・ 芦屋航空自衛隊の被害対策

・ 防犯灯の設置費及び維持管理費の負担

（意見・要望）

・ 生活保護基準額の引き下げにより住民税の課税等に影響が出ないよう国に要請さ

れたい。

・ 市民が納得する職員手当てのあり方を検討されたい。

・ 職員給与の削減相当分を、地方交付税で削減する国の介入は適切とは思えない。

・ 市民生活に密着した分野での職員の削減は問題である。

 ・ 職員の再雇用の際は、市民の厳しい目があることを理解されたい。

 ・ 入札制度の見直しを検討されたい。

 ・ 市内の中小企業への発注に努められたい。

 ・ 公会計制度を前向きに検討されたい。

   ・ 区政の振興においては、区の裁量権を積極的に拡大されたい。

 ・ 餃子サミットについて全面的にバックアップされたい。

 ・ 行財政改革について、調査会、市民、議会の意見を聞くだけで終わらせることな

く、最終的に結果を出せるよう努力されたい。

 ・ 自主財源確保のため、広告事業の拡充にスピード感をもって取り組まれたい。

  ・ 厳しい財政状況で、フリーペーパーの発行に高額な費用をかける必要性を感じな

い。

   ・ 宗左近記念室などの文化施設については、年次計画を含めた、系統的、効率的な

市民への周知に努められたい。

 ・ 市税を投入している立場から、現代美術センターＣＣＡ北九州を活用されたい。

 ・ 新球技場建設の是非に関しても、無作為抽出アンケートをされたい。

・ 新球技場の建設においては、市の未来のシンボルという理念に沿って計画された

い。

・ 新球技場建設の説明は、市民の納得を得る詳細なものとされたい。

・ ギラヴァンツ支援自動販売機設置には、多くのメーカーが参入できるようクラブ
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に働きかけられたい。

・ Ｄ街区の計画については、既存施設の利用者へ十分説明し、意見に対応されたい。

・ シニアが健康づくりとして参加しやすいスポーツ施策を検討されたい。

・ ジオパーク推進事業については、市民の理解を深めるため、わかりやすい説明板

を設置されたい。

・ 自治会と協働して、市営住宅加入者の自治会加入を促進されたい。

・ 芦屋航空自衛隊の飛行訓練の実態に基づいて、改善を要請されたい。

・ 犯罪を犯した青少年の就労支援に努められたい。

・ 町内会への加入率を上げる施策を検討されたい。

・ 町内会に加入していない人も、設置費等の応分負担が可能になるような防犯灯の

普及啓発マニュアルを作成されたい。

・ 防犯灯の設置や維持管理に対して市が積極的に対応されたい。

・ 防犯灯の設置に際しての、町内会の負担軽減に取り組まれたい。

・ 防犯カメラの運用には、プライバシーに十分配慮されたい。

・ 非行からの立ち直り支援へ積極的に取り組まれたい。

・ 市民の投票への利便性と、投票率の向上を考慮した方法を検討されたい。

・ 本市が財政破綻しないための、安定性が担保できる新成長戦略に期待する。

・ 女性の視点をきめ細かに反映した防災対策をされたい。

・ 未利用地の積極的な活用を進められたい。

○ 土木費

（質疑事項）

・ 市街化調整区域 

・ 環境首都 総合交通戦略の見直し 

  （意見・要望）

・ 国の中心市街地活性化法の見直しの動向等を踏まえながら、今後の小倉、黒崎両

地区の中心市街地活性化に取り組まれたい。

・ いびつな線引きになっている市街化調整区域の見直しに取り組まれたい。

・ 交通系ＩＣカード乗車券の早期導入に向けて取り組まれたい。

・ コミュニティサイクル事業においては、平成 25 年度以降もステーションの範囲を

拡大し、利用者増に取り組まれたい。

・ おでかけ交通事業については、区役所と連携し、地域への説明など積極的に対応

されたい。

・ 筑豊電鉄穴生駅のエレベーター設置については、計画どおりスムーズに進むよう

取り組まれたい。

・ 都市高速道路八幡、黒崎インター間での割引の社会実験の実施を検討されたい。

・ 都市高速道路の社会実験については、一定の期間内で、一定の方向性を出された

い。

・ 折尾駅の立体交差については、解体前に産業考古学的観点で調査されたい。

○ 建築行政費

（質疑事項）

・ 老朽危険家屋対策

・ 市営住宅の安全安心

  （意見・要望）

・ 環境未来都市住宅リフォーム等促進事業の実施においては、利用者と施工業者が

混乱しないよう丁寧に取り組まれたい。 
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・ 環境未来都市 住宅リフォーム等促進事業の受付窓口においては、懇切な対応に努

められたい。

・ 環境未来都市住宅リフォーム等促進事業の受付窓口の増設を検討されたい。

・ 空き家等の資源の有効活用を検討されたい。

・ 市有建築物、民間建築物の耐震化に積極的に取り組まれたい。

・ 市営住宅入居者の自治会加入率を調査されたい。

・ 市営住宅入居時の連帯保証人 猶予制度の周知を徹底されたい。

・ 市営住宅の住みかえの要望に積極的に対応されたい。

・ 市営住宅の太陽光パネル設置を促進し、売電による市の収入増等に努められたい。

・ 市営住宅駐車場の違法駐車については、自治会との協議を進めるなど対策に取り

組まれたい。

・ 老朽危険家屋対策については、条例化等を検討し、安全安心に住民が生活できる

よう努められたい。

・ 市営住宅の安全安心のため、門司区を初めとした老朽化した市営住宅の整備を進

められたい。

・ 市営住宅の建てかえについては、町なかへの集約など、将来的な展望に立ち計画

されたい。 

・ 市営住宅の建てかえにおいては、地域に与える影響を考慮し、地域と協議する場

を検討されたい。

・ 老朽家屋等除却促進事業の適用範囲の拡大を検討されたい｡

○ 消防費

 （質疑事項）

・ 消防活動困難区域での消火活動

  （意見・要望）

・ 国の消防力の整備指針に定める人的基準の充足に努められたい。 

・ 地域の防災力強化のため、地震体験車の活用や、その運用における消防職員ＯＢ

の活用等に取り組まれたい。

・ 住宅用火災警報器の普及促進に努められたい。

・ 救急現場で応急手当を行った方に対して、心のケアなどに一層取り組まれたい。

・ 緊急通報システムの普及促進に取り組まれたい。

・ 各区市民防災会連合会補助金については、年度を通して均等に活用するよう指導

されたい。

・ いきいき安心訪問の女性消防団員を増員されたい。

・ 女性消防団員の士気向上のため、女性消防団長の役職をつくられたい。

・ 八幡西消防署の移転については、早急に移転候補地を検討されたい。

・ 小倉北消防署 熊谷出張所の存続を検討されたい

３ 交通事業会計

（質疑事項）

・ 若松北西部の路線見直しの状況 

（意見・要望）

・ 二島での乗り継ぎ制度の創設を検討されたい。 

・ ふれあい定期制度の見直しについては、経営改善と高齢者の社会参加促進の両面

を考慮して検討されたい。

・ ハイブリッド車両の導入を検討されたい。
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・ 特別支援学校のスクールバスの受託事業については、運行の特殊性を考慮して対

応されたい

４ 議案第 32 号 北九州市特別会計条例の一部改正について

（意見・要望）

・ 国民宿舎特別会計の廃止に当たっては、めかり山荘の跡地の活用について財政局

としてしっかりと管理、監視されたい。
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第２分科会（環境建設委員会・保健病院委員会所管分）

１ 一般会計

  ○ 保健福祉費

（質疑事項）

・ 高齢者の孤独死対策

・ 障害者就労支援

・ 敬老祝金 

・ 国の緊急経済対策関連予算の積極的な活用

・ 受動喫煙防止対策

・ 健康をテーマとした路面表示の設置

・ 生活保護の医療扶助におけるレセプト点検の新システム導入の影響

（意見・要望）

・ 市独自の孤独死の定義づくりをされたい。

・ 発達障害児・者を見守るサポーター制度を検討されたい。

・ 障害福祉施設の再整備の基本計画を策定する際は、利用者の声を反映し、

発達障害へのケアを検討されたい。

・ 多機能トイレの点字表記に、保健福祉局からも要望されたい。

・ マインドスポーツは老化予防に効果があることから普及に取り組まれたい。

・ 生活保護の医療扶助を適正化するため、新しいレセプトのシステムを有効に利用

されたい。

   ・ 生活保護の世代間連鎖について統計をとられたい。

・ 貧困の連鎖を解決できるような支援策をとられたい。

・ 生活保護の就労支援でハローワークとの連携についてワンストップ窓口の設置な

どに取り組まれたい。

・ 高齢者の孤立対策について地域に温度差がないよう市も地域と一緒になって支援

されたい、

○ 子ども家庭費

（質疑事項）

   ・ 国の緊急経済対策関連予算の積極的な活用

・ 子育て支援と本市のワーク・ライフ・バランスの推進

・ 里親制度

・ 保育所の待機児童解消のための保育士確保対策

  （意見・要望）

  ・ のびのび赤ちゃん訪問事業は、虐待等も発見できるので推進されたい。

・ 児童及び青少年にふさわしい施設のあり方についてルールをつくられたい。

・ 保育所について、入所予約等の潜在的なニーズを把握されたい。

・ 親の一方に負担のかかる子育てとならないよう今後の子育て支援の取り組みをさ

れたい。

○ 環境費

（質疑事項）

  ・ 国の緊急経済対策関連予算の積極的な活用

・ 若松区における再生可能エネルギーの電力カバー率

・ 本市が所有しているエコカーの台数及び、今後の方針
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・ 太陽光パネル設置の補助金

・ ハード及びソフト施策 双方でのごみの散乱防止対策の拡大

・ 新門司工場での死亡事故

  （意見・要望）

・ 国の予算の確保については、本市の企業が受けることができるよう支援されたい。

・ 民間企業との連携など、環境マスコットキャラクターていたんのグッズ販売に取

り組まれたい。

・ 環境首都検定の当日に環境関連のイベントなどを、実施するよう検討されたい。

・ 歩道のり面など、ごみの捨てられやすい箇所で注意喚起の看板を設置されたい。 

・ ＰＭ２．５の情報提供に際しては、ラジオを活用するなど積極的な広報を検討さ

れたい。 

・ ＰＭ２．５の成分についての情報提供をされたい。

・ アジアで環境保全の意識を高めるための環境教育の啓発をされたい。

・ カラス対策として防鳥ネットの色の違いによる効果がないことや、どのような対

策が効果的であるかなどを、ホームページに公開されたい。

・ ごみの指定袋をたたんでいる状態でもサイズがわかるよう改善されたい、

○ 土木費

（質疑事項）

・ 国の緊急経済対策関連予算の積極的な活用

・ タクシードライバーからの道路情報の提供

・ 街路樹伐採後の道路サポーターによる有効活用

・ 横断歩道のカラー舗装化

・ 子供向けの大きな遊具の点検及び補修等の基準

・ 他都市からの到津の森公園への遠足実績及びＰＲ

（意見・要望）

・ 建設業が盛んになり、業者が、地域貢献できるような仕組みを構築されたい。

・ 不測の災害に備え、前倒しで橋梁やトンネルを改修されたい。

・ 国道１９９号砂津バイパスの建設に伴い、地元住民との、用地交渉等については、

誠意をもって対応されたい。

・ 高齢者の横断歩道での安全対策について、警察へ要望されたい。

・ 道路の安全対策のため、フェイスブックを活用した市民からの通報システムを構

築されたい。

・ 地図を用いるなど、長崎街道を更に広報されたい。

・ 到津の森公園の集客確保のために、イベント団体とのコラボやマスコミを活用し

て、広報されたい。

・ 到津の森公園友の会などの趣旨を説明し、会員の増加を図られたい。

・ 統廃合を進めながら、運動のできる公園を整備するなど、地域ニーズに沿うよう

に公園づくりをされたい。

・ 観光資源として、城山公園の展望台を建設されたい、

２ 国民健康保険特別会計

 （質疑事項）

・ 国民健康保険の一部負担金減免制度の周知徹底
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（意見・要望）

 ・ 国民健康保険の一部負担金制度について

・ ポスターでの周知徹底をされたい。

  ・ 本市の国民健康保険運営協議会に、市議会議員を選定されたい。

３ 食肉センター特別会計

（質疑事項）

・ 食肉センターの使用料及び手数料が減っている理由

４ 母子寡婦福祉資金特別会計

（質疑事項）

・ 母子寡婦福祉資金貸付金の元金の未回収状況 

５ 介護保険特別会計

（質疑事項）

・ 介護保険の負担軽減

（意見・要望）

・ 具体的な保険料と利用状況の調査をされたい。

  ・ 次期に負担軽減ができるように生かされたい。

６ 病院事業会計

（質疑事項）

・ 女性専門外来設置の今後の見通し

 （意見・要望）

・ 女性専門外来設置のための女性医師の確保の取り組みを継続されたい。

  ・ 医療センターでの新生児連れ去り事件後の安全対策について、現場の負担軽減に留

意されたい。

・ 指定管理者が運営する門司病院の離職率が高いことについて、市として原因を調査

されたい。

・ 看護補助職員等の委嘱期間の上限を設けること、いわゆる雇い止めによる不安定雇

用を改正されたい。

  ・ 精神疾患の救急搬送については、民間病院での受け入れには限りがあるため、市立

病院でも支えられるよう保健福祉局と一緒に取り組まれたい。

７ 議案第 40 号 北九州市子ども・子育て会議条例について 

（意見・要望）

・ 子ども・子育て会議の構成員に保育関係者の選定
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・ 第３分科会（教育水道委員会・経済港湾委員会所管分）

１ 一般会計

  ○ 総務費

  （質疑事項）

・ 国から見た物流拠点としての北九州空港の位置づけ

  （意見・要望）

・ 国際路線誘致については、近隣の空港との比較や市内への経済効果も考慮して

取り組まれたい。

・ 24 時間使用可能な北九州空港を、物流拠点として滑走路の延伸に取り組まれたい。

・ 北九州空港に関する戦略について練り直し、議会に報告されたい。

・ スターフライヤーに対し、福岡便と北九州便の料金格差解消を強く求められたい。

・ 県や政令市との協議の場においては、空港についても加えられたい。

・ 国際路線誘致事業は、観光課と連携した取り組みで効果を出されたい。

・ 新規路線の誘致は、以前就航していた所を含め、可能性のある所には、積極的に

取り組まれたい、

○ 労働費

（質疑事項）

・ 正規雇用就職支援事業

（意見・要望）

・ 地元の中小企業に、正規雇用が進むよう取り組まれたい。

・ 雇用に関する厳しい状況を踏まえ、若者へ手厚く手当てされたい。

・ 裾野の広い零細企業への支援を行い、若者の雇用を増加させられたい。

○ 農林水産業費

（質疑事項）

・有害鳥獣対策のための体制

  （意見・要望）

・ イノシシを駆除するのか、共生を図るのか、有害鳥獣対策の目的を明確にされた

い。

・ 有害鳥獣対策については、現場対応を行う職員の体制を強化されたい。

・ 放置竹林対策として、個人所有の竹林伐採への補助制度について検討されたい。

・ 放置竹林対策のため、竹林活用のノウハウを持った者と竹林所有者のマッチング

事業においては営利目的の場合も対象とされたい、

○ 産業経済費

（質疑事項）

・ 北九州市新成長戦略 

・ 北九州市新成長戦略における推進体制 

・ 商店街の活性化 

・ めかり山荘跡地 

  （意見・要望）

・ 短時間勤務の活用などによる、高齢者の雇用拡大の観点から、新成長戦略を組み

立て、優秀な人材を核として取り組まれたい。 

・ 商店街におけるにぎわいづくりのイベントは、内容をよく吟味して行われたい。 
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・ 買い物弱者への支援が、商店街の主体的な取り組みにより行われ、活性化につな

がるよう強化されたい。 

・ 小倉と黒崎に挟まれた八幡東区の中央区商店街を盛り上げるよう取り組まれたい。 

・ 新成長戦略の推進とフォローアップの体制は、十二分な強化をされたい。 

・ 帆柱ケーブルの営業時間の延長と、徒歩で下山する際の通路の明かり対策を検討

されたい。 

・ 門司港トロッコ列車の周辺に、花を植える活動を行う団体等へ力添えをされたい。 

・ 観光振興プランに掲げた施策の進捗状況と成果についての状況を分析されたい、 

○ 港湾費

（質疑事項）

・ ひびきコンテナターミナルにおけるコンテナの取扱量の見通しと北九州市物流拠

点化戦略基本方針案の整合性

  （意見・要望）

・ ひびきコンテナターミナルに、多くの船が入港するよう取り組まれたい。

・ 洋上風力発電の施策を推進されたい。

・ 密入国者対策については、引き続きしっかりと取り組まれたい。

・ セアカゴケグモなどの有害生物対策を、保健福祉局と連携して取り組まれたい。

・ ゼロエミッションの視点で、新たな廃棄物処分場は、可能な限り建設しないとい

う方向で検討されたい。

・ 周辺住民の関心の強い、処分場に関する説明会については周知を徹底されたい、

○ 教育費

（質疑事項）

・ 給付型奨学金の新設 

・ 過小規模小学校の学習環境 

・ 学校給食調理現場の改善 

・ 本市が目指す教育 

・ いちいがしの植樹 

・ 小・中学校の普通教室へのエアコン設置 

・ 本市の公立幼稚園の使命と存在価値 

・ 寺子屋方式導入のモデル校

（意見・要望）

・ インターネット環境が有害なものにならないように専門職員を配置されたい。 

・ いじめ根絶に向けて取り組まれたい。 

・ 常勤講師を減らし、正規職員を計画的に採用されたい。 

・ 行政区をまたがる小学校については、現状を考慮し、通学区域を見直されたい。 

・ 給付型奨学金制度の実施を検討されたい。 

・ 少人数学級は拡大されたい。 

・ 特別支援学校卒業後に自立した生活が可能となるよう取り組まれたい。 

・ 学校給食保温食缶の不具合は、早急に改善されたい。 

・ 学校給食調理士の労働環境を改善されたい。 

・ 学力日本一を目指した教育をされたい。 

   ・ 通学路の改修は、市民への周知を徹底されたい。 

・ ユネスコスクールが増加するよう取り組まれたい。 

・ 人権教材の改訂は必要に応じて議会に報告されたい。 
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・ いちいがしの植樹は、子供だけでなく、地域全体の思い出づくりとなるよう取り

組まれたい。 

・ 小・中学校の校庭芝生化を推進されたい。 

・ 非行防止活動は、教育委員会だけでなく、地域全体で取り組むべきである。 

・ 部活動の大会派遣費用が足りなくなるほどの活躍を期待している。 

・ 韓国仁川市英語村への派遣事業は、成果が出るようしっかり取り組まれたい。 

・ 小中一貫・連携教育の本格実施については、慎重に進められたい。 

・ 教室への扇風機設置は、計画を前倒しされたい。 

・ 航空自衛隊の騒音対策にしっかり取り組み、予算面では防衛省と積極的に交渉さ

れたい。 

・ 学校が基点となった放課後の学習支援を実現されたい。 

・ 小倉南区地区図書館整備は、将来のウェブ図書館として必要となるサーバーの設

置場所を考慮して設計されたい。 

・ 突発性 脊柱側わん症は、発見がされにくいため保護者への周知を徹底されたい。 

・ 全中学校にパソコン部を設置されたい。 

   ・ 学力向上に向け、土曜日授業を積極的に実施されたい。 

   ・ 太陽光発電と合わせて教室にエアコンを設置されたい。 

   ・ 小規模校では、スポーツなどの合同行事を実施されたい。 

   ・ 幼児教育日本一を目指されたい。 

   ・ タブレット端末の導入を積極的に検討されたい。 

・ 公立幼稚園の現状を考慮し、あり方を検討されたい。 

・ 教育現場に寄り添う日本一の教育委員会を目指されたい。 

   ・ 生涯学習センターの使用申し込み受付期間の緩和について検討されたい、

２ 中央卸売市場特別会計

 （質疑事項）

・中央卸売市場の市制５０周年記念イベント

 （意見・要望）

・生けすや釣堀などの整備を行い、市場をアミューズメント施設として活用されたい。

・地方卸売市場へ転換後も、市民の安全安心を守り元気の源となるよう取り組まれたい。

・水産物部の地方卸売市場移行に際しては、売買参加者の経営を支える視点を持ちつつ、

農政部門や商業部門と連携した取り組みを進められたい、

３ 渡船特別会計

 （意見・要望）

 ・小倉航路の中央卸売市場での人の乗降については、困難であることは理解しているが、

離島振興の担当部局とも連携し、今後も人の乗降の可能性の検討に取り組まれたい。

４ 競輪、競艇特別会計

 （質疑事項）

・ＳＧレース等の開催年の一般会計への繰出金の増額

 （意見・要望）

・特別会計の本来の役割である一般会計への繰り出しを果たしつつ、会計を破綻させな

いような運営をされたい。

  ・今後も、若松競艇場で大きなレースが開催されるよう誘致に取り組み、市の一般会計

に貢献する若松区への地域活性化も考慮されたい。
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５ 港湾整備特別会計

（質疑事項）

・港湾整備特別会計における埋立事業の効果

 （意見・要望）

・埋立事業においては、雇用が生まれるように、今後も取り組まれたい。

・南海トラフ巨大地震による被害予想について、国から情報を取得し、対策を取った上

で企業立地を進められたい。

・新門司２期の土地について、精力的な企業誘致をされたい。

・災害の少なさを強みとして、埋立地の売却を進められたい。

・埋立地の売却を促進し、甘い予測に基づいて事業を進めないようにされたい。

・環境モデル都市にふさわしいストラドルキャリアの導入を働きかけられたい。

・満期となった市債の償還は、できるだけ借りかえることなく償還していただきたい。

・埋立地の民間への売却に局全体で取り組み、収支改善を図られたい。

 ６ 産業用地整備特別会計

 （質疑事項）

・サイエンスパークの用途変更に係る住民との協議

 （意見・要望）

・地区計画の変更は、住民の合意を前提に、条例となるものであり、後から説明すると

いうのは、順番がおかしいという認識をもつべきである。

６ 上水道事業会計

（質疑事項）

・ 海外水ビジネスの採算性

・ 水道事業広域化の取り組み 

（意見・要望）

・ アクアフレッシュ事業は、今後も積極的に取り組まれたい。

・ 小規模貯水槽の管理指導については、継続的に事業を実施されたい。

・ 水道検針員の処遇は、現場の声を聞き、不安定な雇用とならないよう留意されたい。

・ 海外水ビジネス推進協議会のホームページを立ち上げ、市民への説明責任を果たさ 

れたい。

・ 海外水ビジネスに係る収支が、明確になるように工夫、改善されたい。

・ 水道事業の広域化は、積極的に推進されたい。 

・ 災害発生時の対応については、100 パーセントの能力を発揮できる体制づくりに努

められたい。 

  ・ 全ての世帯への給水を目指して努力されたい。 

・ 老朽管の更新など、安全安心な水の供給に向け、努力されたい。

７ 工業用水道事業会計

（質疑事項）

・ 工業用水道料金

（意見・要望）

・ 企業誘致及び人口増の観点から、工業用水道料金を見直されたい。
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８ 下水道事業会計

（質疑事項）

・ 下水道整備における災害対策

（意見・要望）

・ 八幡東区上本町の管渠築造工事に伴う被害については、できる限り早く処置をされ

たい。


